
様式２（式典、イベントなど） 

令和８年７月 16 日  
厚木市報道資料  

夏休みに親子で体験 
あつぎ伝統芸能フェス 

国指定重要無形民俗文化財「相模人形芝居」や市指定無形民俗文化財「相模里

神楽」など、市に伝わる伝統芸能を親子で体験できるイベントを開催します。 

１ 日時 

７月 27 日（月） ①10 時 15 分～12 時 30 分②13 時 15 分～15 時 30 分 

２ 場所 

文化会館小ホール・展示室（恩名 1-9-20） 

３ 主催 

厚木市・あつぎ伝統芸能フェス実行委員会（委員長＝垣澤垣澤瑞貴・相模里

神楽垣澤社中代表）   

４ 概要 

民俗芸能や和楽器などを、舞台で活躍する担い手たちからの手ほどきで体験

できるイベントです。 

(1) 演目（指導者） 

神楽（相模里神楽垣澤社中）、人形芝居（相模人形芝居林座）、ささら踊り

（長谷ささら踊り盆唄保存会）、能楽（田口亮二、渡邉瑞子）、狂言（大藏基

誠）、箏・三味線・尺八（さくらこまち和楽団）、太鼓（和太鼓グループ彩） 

(2) 対象 

市内の小学１年生から中学生３年生までと保護者、教職員 

５ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

・市内では初めての開催。普段は目にすることの少ない伝統芸能を「見る」「聴

く」だけでなく、親子で楽しみながら「体験」できる機会として児童・生徒

の夏季休業期間中に実施します。 

・イベントは、伝統文化の継承・発展を目的とする文化庁の「伝統文化親子教

室事業」に採択。次代を担う子どもたちが、地域の伝統文化を学ぶきっかけ

の場としていきます。 

・和楽器体験の希望者は、あつぎ市民交流プラザで開催する和楽器教室にも継

続して参加することが可能です。 

６ 添付資料 

   ちらし 

本資料の問い合わせ先 

産業文化スポーツ部 文化魅力創造課 
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